
議題・議事・発言等（要点記録）

会 議 名 第５回千郷地域協議会 公 開

日 時
令和元年８月７日（水）

午後７時００分～午後９時１５分
場 所

西部公民館

多目的ホール

出 席 者

（委員）

小林光治、今泉義徳、萩平博之、奥平俊、長瀬三平、鳥居重幸

小林保洋、中尾文彦、中野克俊、渡邉力夫、伊藤五十人、藤田光利

小山嘉之、鶴井良久、荏原徹、山本忠史、近藤武、渡邊万奈未

平井幸枝、辻小百合、浅井泰博、浅賀詳隆、近藤雅英、

玉井悦子、岡山薫

（事務局）

企画部自治振興課 ：加藤課長、白頭主事

千郷自治振興事務所：鈴木所長、宮本主査

欠 席 者 （委員）藤原義秋、山本松宏 傍 聴 者 ０名

配布資料

次第、資料１地域自治区予算事業計画の策定手順、資料２地域自

治区予算計画策定方針、資料３第２段階地域自治区予算事業の積

み上げ、資料４可燃ごみ集積所整備３ヶ年計画書、資料５地域安

全灯設置費補助事業上乗せ計画書、資料６フォトロゲイニング説

明資料、資料７防犯カメラ設置費補助事業（案）参考資料、資料

８welcme ボード設置事業（案）説明資料、資料９歴史遺産の整備

事業（案）説明資料、資料１０稲木公民館リンクミニ設置工事完

了説明資料、資料１１ちさとプレーパーク開催チラシ、地域計画

書の一部抜粋（地域課題解決のため目標を達成するための具体的

な取組み部分）

１ 開会

会長（荏原徹氏）より開会にあたり、本日の出席者数が定数に達している旨の説明と

これに伴い本協議会が成立することの報告がされた。

会長あいさつ

会長が挨拶を行った後、議事録署名者選出に移った。

議事録署名者選出

議事に先立ち、会議録署名委員を会長より指名することとされ、今回は「藤田光利」

委員、「小山嘉之」委員の２名を指名し、両名承諾のうえお願いすることとなった。

２ 協議事項

⑴地域自治区予算事業について

事務局より配付資料の説明後、前回地域協議会により決定した自治区予算作成方針に

従い本年度（平成３１年度）事業予算をベースに継続事業や廃止する事業の仕分け、ま
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た、現在実施している事業において、さらに充実させる必要の有無、さらには地域課題

解決に向けた新たな事業の創設などの検討に移った。

さらに、今回は地域の課題解決に向けた新規事業の提案が地域計画策定分科会より提

案が８事業されたため、これについては地域計画策定分科会委員長（中野委員）より提

案内容について説明がされた。

以上の説明後、継続事業及び新規提案事業についてひとつひとつ協議が行われた。

その結果、以下のとおりとされた。

１．可燃ごみ集積所整備費補助事業

２．ＡＥＤ普及推進事業

３．地域安全灯設置費補助事業

４．まちづくりロード形成事業

５．自主防災組織防災活動援助事業

６．地域人材育成事業

７．防災フェスタ開催事業

８．地域とこどものふれあい事業

以上の千郷地区防災連絡会提案の事業も含め継続事業については、次年度地域自治区

予算計画に盛り込み実施することで、委員多数の挙手により採決の結果事業化すること

で承認された。

なお、一部計画変更（可燃ごみ集積所設置費補助事業の設置箇所数・地域安全灯設置

費補助事業の補助件数）など伴うことから、これらの数値を再度精査しこれらも踏まえ

次回の地域協議会で再度事業費等も確認することとなった。

また、計画変更をする行政区長については次回の地域協議会までに事務局まで連絡す

ることとなった。

９．フォトロゲイニング開催事業から、１８番．Ｓバス運行ルート等検討事業につい

ては新規提案事業であることから、事業毎に検討・協議がなされ、その結果として以下

の結果となった。

９．フォトロゲイニング開催事業

事業精査が必要であり保留とし、次回地域協議会までに提案された地域計画策定分科

会及び事務局により詳細について再検討し今後の地域協議会で事業化するか否かを判

断することとされた。

１０．避難場所整備事業

本事業については、千郷地区防災連絡会からの提案事業であるが、事業化に向け詳細

な内容や地域の現状把握も必要とされることから、再度千郷地区防災連絡会に対し事業

内容の聞き取りを行う必要があるとのことから、保留とされた。

１１．小中学校備蓄整備事業

前回の地域協議会の際委員より意見・提案のあった事業であるが、千郷地区防災連絡

会により、備蓄に関する事柄も検討がされていることから、本提案事業については千郷

地区防災連絡会に相談を持ちかけ検討して頂くこととしこれもその結果を聞いて協議

や判断をするとのこととなったため今回は保留となった。

１２．防犯カメラ設置費補助事業
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既存市補助事業の上乗せ補助として地域計画策定分科会から提案のあった事業であ

るが、必要であると意思表示をした行政区がごく少数であったことから、本提案事業に

ついては事業化しないものとして決定した。また、今後必要とされる行政区については

既存の市補助事業を活用し設置をすることを検討して欲しい旨の説明がされた。

１３．地域景観向上事業

地域の中で本事業が実施出来るかどうか不安が残る。各行政区に割当てられ強制的に

事業推進することとなれば現実的に少数の世帯しかない行政区は負担となってしまう。

このような意見もあり、提案のあった地域計画策定分科会において事業精査を実施し次

回地域協議会において検討・協議することとされ今回は保留となった。

１４．welcomeボード設置事業
この提案事業については早期に事業着手も可能であることから、次年度地域自治区予

算事業に盛り込み事業化することで承認された。

１５．千郷地区クリーン作戦実施事業

各行政区において年数回一斉の美化活動を開催しているため、本当に必要な事業であ

るか疑問である。また、各行政区で実施していない千郷地域内の場所がそれほど多くあ

るの判断に困る。このような意見があり、本事業については提案のあった地域計画策定

分科会において事業精査を実施し次回地域協議会において検討・協議することとされ今

回は保留となった。

また、以下の新規提案事業３事業については時間の都合上次回地域協議会へ持ち越し

することで決定したため保留となった。

１６．買い物支援事業

１７．歴史遺産の整備事業

１８．Sバス運行ルート等検討事業

この他、新たに以下の２事業について委員により提案及び意見がされた。

⑴「千郷小学校での課題解決のための予算として２００千円」次年度地域自治区予算

事業計画に盛り込んで欲しい旨の発言があったが、事業内容について詳細が不明であっ

たことから、事務局により小学校に直接ヒアリングを実施し、その内容については次回

地域協議会で報告してもらい検討することとなった。

⑵市道石田豊島線の中市場地区の区間が暗いが、そうした箇所については市道の管理

者として市役所土木課で設置していただけるものかとの意見もあったため、これについ

ても事務局により所管課である土木課へ確認し、その内容について次回地域協議会の場

でこれも報告を受け検討を行うこととなった。

引き続き、新たに地域課題を解決するために必要とされる事業の提案を行ったが、新

たな提案もなかった事から、次回地域協議会までそれぞれ委員には考えていただくこと

として協議を終了した。

３ 報告事項

⑴地域自治区予算 地域計画策定事業

「地域計画ポスター及びリーフレット製作」の完了について

※リーフレットについては８月の区長発送文書とあわせて各戸配布予定



- 4 -

⑵地域自治区予算 児童遊園整備費補助事業 資料１０

「稲木公民館への遊具設置完了に伴う整備費補助金」の執行完了について

⑶「ちさとプレーパーク２０１９」開催について 資料１１

⑷「第６回地域計画策定分科会」の日程について

次回：令和元年８月２１日（水）午後７時から 西部公民館 会議室

⑸「第６回千郷地域協議会」の日程について

次回：令和元年８月２８日（水）午後７時から 西部公民館 多目的ホール

４ 閉会

千郷地域協議会終了時刻 午後９時１５分


